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6.2 環境項目 

6.2.1 大気汚染 

計画地周辺では、表6.2-1に示す大気汚染常時監視測定局において、東京都及び品川区が常時

測定を行っている。一般環境大気測定局（以下「一般局」という。）及び自動車排出ガス測定局

（以下「自排局」という。）の位置は、図6.2-1に示すとおりである。 

また、環境基準が定められている揮発性有機化合物（ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラ

クロロエチレン及びジクロロメタン）については、計画地がある品川区内には測定局はなく、近

隣の区として大田区東糀谷測定局（一般局）で東京都が測定を行っている。 

表 6.2-1 計画地周辺の大気汚染常時監視測定局 

区分 測定局 
測定 

主体 

測定項目 

風向 

風速 

二酸化 

窒素 

浮遊粒子

状物質 

光化学 

オキシダント 

二酸化 

硫黄 

一酸化 

炭素 

微小粒子

状物質 

一般局 
品川区豊町 東京都 ○ ○ ○ ○ － － ○ 

品川区八潮 東京都 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 

自排局 

北品川交差点 東京都 － ○ ○ － ○ ○ ○ 

中原口交差点 東京都 － ○ ○ － － ○ ○ 

大井中央陸橋下

交差点 
品川区 － ○ ○ － － － － 

平塚橋交差点 品川区 － ○ ○ － － － － 

環七通り松原橋 東京都 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 

注）各測定局の所在地は、以下のとおりである。 

品川区豊町：品川区豊町2-1-20 

品川区八潮：品川区八潮5-11-17 

北品川交差点：品川区北品川3-11-22 

中原口交差点：品川区西五反田7-25-1 

大井中央陸橋下交差点：品川区八潮5地先 

平塚橋交差点：品川区西中延1-1地先 

環七通り松原橋：大田区中馬込2-17地先 

資料：「大気汚染常時監視測定局」（令和 2 年 8 月閲覧 東京都ホームページ） 

「大気汚染調査」（令和 2 年 8月閲覧 品川区ホームページ） 
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図 6.2-1 

大気汚染常時監視測定局位置図 



 

- 52 - 

(1) 大気汚染の現況 

平成30年度の二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の測定結果は、表6.2-2(1)、(2)に示すとおりで

ある。 

二酸化窒素は、大井中央陸橋下交差点測定局で環境基準を達成していないが、計画地最寄りの

品川区豊町測定局や北品川交差点測定局等は達成している。浮遊粒子状物質は、全ての測定局で

環境基準を達成している。 

また、大田区東糀谷測定局における平成30年度のベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロ

ロエチレン及びジクロロメタンの測定結果は、表6.2-2(3)に示すとおりである。 

ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタン全ての測定項目に

おいて環境基準を達成している。 

表6.2-2(1)  計画地周辺の二酸化窒素及び浮遊粒子状物質測定結果（平成30年度） 

          測定局 

 

 

項目 

一般局 自排局 

品川区豊町 

（東京都） 

品川区八潮 

（品川区） 

北品川交差点 

（東京都） 

中原口交差点 

（東京都） 

二酸化窒素 

年平均値 0.017ppm 0.020ppm 0.024ppm 0.024ppm 

日平均値の 

年間98％値 
0.043ppm 0.047ppm 0.049ppm 0.049ppm 

環境基準 

達成状況 
○ ○ ○ ○ 

浮遊粒子状 

物質 

年平均値 0.019mg/m3 0.020mg/m3 0.019mg/m3 0.020mg/m3 

日平均値の 

2％除外値 
0.049mg/m3 0.050mg/m3 0.044mg/m3 0.053mg/m3 

環境基準 

達成状況 
○ ○ ○ ○ 

表6.2-2(2)  計画地周辺の二酸化窒素及び浮遊粒子状物質測定結果（平成30年度） 

          測定局 

 

 

項目 

自排局 

大井中央陸橋下

交差点 

（品川区） 

平塚橋交差点 

（品川区） 

環七通り松原橋 

（東京都） 

二酸化窒素 

年平均値 0.042ppm 0.024ppm 0.034ppm 

日平均値の 

年間98％値 
0.068ppm 0.051ppm 0.058ppm 

環境基準 

達成状況 
× ○ ○ 

浮遊粒子状 

物質 

年平均値 0.020mg/m3 0.018mg/m3 0.023mg/m3 

日平均値の 

2％除外値 
0.052mg/m3 0.046mg/m3 0.051mg/m3 

環境基準 

達成状況 
○ ○ ○ 

注1）二酸化窒素の環境基準は「1時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又は、それ以下 

であること」、浮遊粒子状物質の環境基準は「1時間値の1日平均値が0.10mg/m3以下であり、かつ、1時 

間値が0.20 mg/m3以下であること」である。 

注2）測定局の（ ）内は、測定主体を示す。 

資料:「大気汚染測定結果ダウンロード」（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ） 

「大気汚染調査」（令和2年8月閲覧 品川区ホームページ） 
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表6.2-2(3) 大田区東糀谷測定局のベンゼン等の測定結果（平成30年度） 

  測定項目 

 

 

項目 

ベンゼン トリクロロエチレン テトラクロロエチレン ジクロロメタン 

年平均値 1.3μg/m3 3.4μg/m3 0.22μg/m3 1.8μg/m3 

環境基準 

達成状況 
○ ○ ○ ○ 

注1）ベンゼンの環境基準は「1年平均値が3μg/m3以下であること」、トリクロロエチレンの環境基準は「1年平均値が

130μg/m3以下であること」、テトラクロロエチレンの環境基準は「1年平均値が200μg/m3以下であること」、ジク

ロロメタンの環境基準は「1年平均値が150μg/m3以下であること」である。 

注2）大田区東糀谷測定局は一般局であり、測定主体は東京都である。 

資料:「平成30年度 有害大気汚染物質モニタリング調査報告書」（令和2年3月 東京都） 

 
(2) 大気汚染の経年変化 

計画地の最寄りの測定局である品川区豊町測定局（一般局）及び北品川交差点測定局（自排局）

における大気汚染物質の経年変化は、表6.2-3(1)、(2)に示すとおりである。 

二酸化窒素は、北品川交差点測定局で減少傾向となっているが、品川区豊町測定局はほぼ横ば

いである。また、微小粒子状物質は、品川区豊町測定局及び北品川交差点測定局ともに減少傾向

となっている。他の測定項目は、ほぼ横ばいで推移している。 

大田区東糀谷測定局（一般局）におけるベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレ

ン及びジクロロメタンの経年変化は、表6.2-3(3)に示すとおりである。 

全測定項目ともに、ほぼ横ばいで推移している。 
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表6.2-3(1)  大気汚染物質の経年変化（品川区豊町：年平均値） 

項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

二酸化窒素 0.018ppm 0.018ppm 0.017ppm 

浮遊粒子状物質 0.018mg/m3 0.018mg/m3 0.019mg/m3 

光化学オキシダント 0.031ppm 0.033ppm 0.032ppm 

二酸化硫黄 － － － 

一酸化炭素 － － － 

微小粒子状物質 13.6μg/m3 14.0μg/m3 12.8μg/m3 

注1）表中の「－」は調査の未実施を意味する。 

注2）光化学オキシダントのデータは昼間値（5時～20時）である。 

資料:「大気汚染測定結果ダウンロード｣（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ） 

表6.2-3(2)  大気汚染物質の経年変化（北品川交差点：年平均値） 

項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

二酸化窒素 0.027ppm 0.028ppm 0.024ppm 

浮遊粒子状物質 0.019mg/m3 0.019mg/m3 0.019mg/m3 

光化学オキシダント － － － 

二酸化硫黄 0.003ppm 0.002ppm 0.002ppm 

一酸化炭素 0.4ppm 0.4ppm 0.4ppm 

微小粒子状物質 14.5μg/m3 13.5μg/m3 13.5μg/m3 

注1）表中の「－」は調査の未実施を意味する。 

注2）光化学オキシダントのデータは昼間値（5時～20時）である。 

資料:「大気汚染測定結果ダウンロード｣（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ） 

表6.2-3(3) ベンゼン等の経年変化（大田区東糀谷：年平均値） 

項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

ベンゼン 1.4μg/m3 1.7μg/m3 1.3μg/m3 

トリクロロエチレン 4.1μg/m3 2.5μg/m3 3.4μg/m3 

テトラクロロエチレン 0.31μg/m3 0.21μg/m3 0.22μg/m3 

ジクロロメタン 1.8μg/m3 1.6μg/m3 1.8μg/m3 

資料: 「平成30年度 有害大気汚染物質モニタリング調査報告書」（令和2年3月 東京都） 

 
(3) 苦情の状況 

品川区における大気汚染に係る公害苦情の状況は、表6.2-4に示すとおりである。 

平成30年度の大気汚染に係る苦情受付件数及び総件数に対する割合は、17件（約8.6％）であ

る。 

表6.2-4 大気汚染に係る苦情受付件数（平成30年度） 

区名 
苦情受付 

総件数 

大気汚染に係る 

苦情受付件数 

大気汚染に係る 

件数の占める割合 

品川区 189 17 約8.6％ 

資料:｢公害苦情相談の状況｣（令和2年8月閲覧 品川区ホームページ） 
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6.2.2 悪 臭 

品川区における悪臭に係る公害苦情の状況は、表6.2-5に示すとおりである。 

平成30年度の悪臭に係る苦情受付件数及び総件数に対する割合は、18件（約9.5％）である。 

表6.2-5 悪臭に係る苦情受付件数（平成30年度） 

区名 
苦情受付 

総件数 

悪臭に係る 

苦情受付件数 

悪臭に係る 

件数の占める割合 

品川区 189 18 約9.5％ 

資料:｢公害苦情相談の状況｣（令和2年8月閲覧 品川区ホームページ） 

 
6.2.3 騒音・振動 

(1) 騒 音 

計画地周辺における平成30年度の道路交通騒音の調査結果は表6.2-6に、調査地点は図6.2-2に

示すとおりである。 

各調査地点の等価騒音レベル（LAeq）は、地点1の夜間で環境基準を超過している。 

表6.2-6  道路交通騒音調査結果（平成30年度） 

地

点 
道路名 測定場所 車線数 

用途 

地域 
類型 

等価騒音レベル(LAeq)(dB) 

調査結果 環境基準 

昼間 夜間 昼間 夜間 

1 
都道317号環状六号線 

（山手通り） 

品川区 

北品川3-10-13 
2 

一種 

住居 

C 

（幹線） 
70 67 70以下 65以下 

2 
都道420号鮫洲大山線 

（区役所通り） 

品川区 

東大井1-8-21 
2 

準工業 

地域 

C 

（幹線） 
67 63 70以下 65以下 

3 
都道421号東品川下丸子線 

（池上通り） 

品川区 

南品川5-13 
2 

近隣 

商業 

C 

（幹線） 
65 61 70以下 65以下 

4 
都道421号東品川下丸子線 

（池上通り） 

品川区 

大井4-14 
2 

近隣 

商業 

C 

（幹線） 
64 63 70以下 65以下 

5 
特別区道幹線一級7号 

（競馬場通り） 

品川区 

南大井1-6-3 
4 

準工業 

地域 

C 

（幹線） 
68 64 70以下 65以下 

6 
特別区道幹線一級7号 

（競馬場通り） 

品川区 

勝島2-1 
4 

準工業 

地域 

C 

（幹線） 
65 61 70以下 65以下 

7 国道357号 
品川区 

北品川2-7 
4 

商業 

地域 

C 

（幹線） 
66 62 70以下 65以下 

注1）昼夜の区分は以下のとおりである。 

      昼間：6:00～22:00 夜間：22:00～6:00 

注2）（幹線）の環境基準は、幹線道路を担う道路に近接する空間における特例値。 

注3）地点番号は、図6.2-2に対応する。 

注4）表中の網掛けは、環境基準を超過していることを示す。 

資料：「自動車交通騒音・振動調査結果（平成 30 年度）」（令和 2 年 8 月閲覧 東京都ホームページ） 

 
品川区における騒音に係る公害苦情の状況は、表6.2-7に示すとおりである。 

平成30年度の騒音に係る苦情受付件数及び総件数に対する割合は、119件（約63.0％）である。 

表6.2-7 騒音に係る苦情受付件数（平成30年度） 

区名 
苦情受付 

総件数 

騒音に係る 

苦情受付件数 

騒音に係る 

件数の占める割合 

品川区 189 119 約63.0％ 

資料:｢公害苦情相談の状況｣（令和2年8月閲覧 品川区ホームページ） 
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(2) 振 動 

計画地周辺における平成30年度の道路交通振動の調査結果は表6.2-8に、調査地点は図6.2-2に

示すとおりである。 

各地点の振動レベル（L10）は、全ての地点において昼間及び夜間ともに道路交通振動に係る要

請限度を下回っている。 

表6.2-8  道路交通振動調査結果（平成30年度） 

地

点 
道路名 測定場所 車線数 

用途 

地域 
区域 

振動レベル(L10)(dB) 

調査結果 要請限度 

昼間 夜間 昼間 夜間 

1 
都道317号環状六号線 

（山手通り） 

品川区 

北品川3-10-13 
2 

一種 

住居 
第1種 43 41 65 60 

2 
都道420号鮫洲大山線 

（区役所通り） 

品川区 

東大井1-8-21 
2 

準工業 

地域 
第2種 46 42 70 65 

3 
都道421号東品川下丸子線 

（池上通り） 

品川区 

南品川5-13 
2 

近隣 

商業 
第2種 38 32 70 65 

4 
都道421号東品川下丸子線 

（池上通り） 

品川区 

大井4-14 
2 

近隣 

商業 
第2種 43 39 70 65 

5 
特別区道幹線一級7号 

（競馬場通り） 

品川区 

南大井1-6-3 
4 

準工業 

地域 
第2種 40 34 70 65 

6 
特別区道幹線一級7号 

（競馬場通り） 

品川区 

勝島2-1 
4 

準工業 

地域 
第2種 45 41 70 65 

注1）昼夜の区分は以下のとおりである。 

昼間:8:00～20:00  夜間:20:00～8:00 

注2）地点番号は、図6.2-2に対応する。 

資料：「自動車交通騒音・振動調査結果（平成 30 年度）」（令和 2 年 8 月閲覧 東京都ホームページ） 

 
品川区における振動に係る公害苦情の状況は、表6.2-9に示すとおりである。 

平成30年度の振動に係る苦情受付件数及び総件数に対する割合は、18件（約9.5％）である。 

表6.2-9 振動に係る苦情受付件数（平成30年度） 

区名 
苦情受付 

総件数 

振動に係る 

苦情受付件数 

振動に係る 

件数の占める割合 

品川区 189 18 約9.5％ 

資料:｢公害苦情相談の状況｣（令和2年8月閲覧 品川区ホームページ） 
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図 6.2-2 

騒音及び振動調査地点位置図 
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6.2.4 土壌汚染 

調査地域の「土壌汚染対策法」に基づく要措置区域及び形質変更時要届出区域の指定状況は、

表6.2-10及び図6.2-3に示すとおりである。 

計画地内の南側の一部に形質変更時要届出区域が指定されており、計画地周辺には形質変更時

要届出区域の指定が5箇所ある。 

また、計画地及びその周辺には、要措置区域の指定はない。 

なお、｢平成30年度 公害苦情調査総括表｣（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ）によると、

平成30年度に品川区において土壌汚染に係る苦情は報告されていない。 

表6.2-10 土壌汚染対策法に基づく形質変更時要届出区域の指定状況 

整理番号 
指定 

年月日 
指定番号 区域が存在する場所 

区域の 

面積 

指定基準に適合しない 

特定有害物質 

整-30-103 H31.3.4 指-1052 号 品川区広町一丁目地内 2518.45m2 鉛、砒素、ふっ素 

整-29-77 H29.10.13 指-901 号 品川区広町二丁目地内 136.8m2 鉛 

整-28-126 H29.3.1 指-818 号 品川区西大井一丁目地内 6,685.1 m2 

六価クロム、水銀、 

テトラクロロエチレン、 

トリクロロエチレン、 

鉛、砒素、ふっ素、ほう素 

整-28-47 H28.7.7 指-739 号 品川区南品川四丁目地内 83.17 m2 テトラクロロエチレン 

整-27-29 H27.6.17 指-621 号 品川区北品川四丁目地内 417.16 m2 
カドミウム、六価クロム、

シアン、鉛、砒素、ほう素 

整-24-18 H24.5.7 指-284 号 品川区広町一丁目地内 9,337 m2 
六価クロム、水銀、セレン、

鉛、砒素、ふっ素、ほう素 

注）整理番号は、資料の記載に合わせた。 

資料：「要措置区域等の指定状況（令和 2 年 7 月 1 日現在）」（令和 2 年 8 月閲覧 東京都ホームページ） 
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図 6.2-3 

要措置区域等位置図 
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計画地 

6.2.5 地 盤 

東京都における平成27年～令和元年の地盤変動量の状況は、図6.2-4に示すとおりである。 

区部では、平成27年～令和元年において2cm以上の地盤変動はみられない。 

また、調査地域における地盤変動量は表6.2-11に、調査地点は図6.2-5に示すとおりである。 

調査地域では、品川区東大井二丁目12及び品川区大井三丁目7において測量が行われている。

平成28年～令和2年の変動量は、品川区東大井二丁目12が-1.0～+1.5mm、品川区大井三丁目7が

-0.4～+1.0mmである。 

なお、｢平成30年度 公害苦情調査総括表｣（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ）によると、

平成30年度に品川区において地盤沈下に係る苦情は報告されていない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料:｢令和元年地盤沈下調査報告書｣（令和2年7月 東京都土木技術支援・人材育成センター） 

図6.2-4  地盤変動量図（平成27年～令和元年） 

 
表 6.2-11 計画地周辺における地盤変動量 

基標番号 所在地 
変動量（㎜） 

平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 令和 2 年 

（015-010） 
品川区東大井二丁目 12 

（カーサービス(株)CS トナン脇） 
-0.3 +1.5 -0.1 -1.0 +1.0 

品(1) 
品川区大井三丁目 7 

（山中小学校内） 
-0.4 +1.0 +1.0 -0.3 - 

注 1）基標番号は、資料の記載に合わせた。 

注 2）基準日は、各年 1 月 1日。 

注 3）表中の「－」は、測量が行われなかったことを示す。 

資料：「水準基標測量成果」（令和 2 年 8 月閲覧 東京都ホームページ） 
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図 6.2-5 

地盤変動量調査地点位置図 
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6.2.6 地形・地質 

品川区の地形は、図6.2-6に示すとおりであり、武蔵野台地南東部の一部とその東側に位置す

る低地からなっている。 

東京都の地質断面図は、図6.2-7に示すとおりである。 

計画地周辺の地層は、表層部から順に立川・武蔵野・下末吉・多摩ローム層（ローム・凝灰質

粘土）、東京層（砂）、東京層（粘土）、東京礫層（砂礫）、上総層群（泥岩・砂岩・礫岩）となっ

ている。 
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図 6.2-6 地形の状況 

 資料：「数値地図 25000（土地条件）」（平成 28 年 9 月 国土地理院） 
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資料：「土地分類基本調査（垂直調査）」（令和2年8月閲覧 国土交通省ホームページ） 

図6.2-7  地質断面図 
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6.2.7 水循環 

東京都の地下水位等高線図は、図6.2-8に示すとおりである。 

令和元年の地下水位の状況は、西部の地下水位が高く東に向かうにつれて低くなる。これはお

おむね地表の標高と同様の傾向を示している。また、計画地及びその周辺の標高に基づく地下水

の主な流れは、図6.2-9に示すとおりであり、計画地では、南から北に向かう流れが想定される。

計画地から最も近い観測井は、目黒（青葉台三丁目、大坂橋交差点付近）であり、地下水位は

T.P.14.45mである。なお、良好な帯水層である東京礫層は、計画地周辺では、T.P.約-15m付近に

分布している。（図6.2-7参照） 

「東京の湧水マップ（平成30年度調査）」（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ）によると、

計画地に最も近い湧水地は、図6.2-10に示す計画地の西方向約0.8㎞に位置する戸越公園（品川

区豊町2-1-30）に存在する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料:｢令和元年地盤沈下調査報告書｣（令和2年7月 東京都土木技術支援・人材育成センター） 

図6.2-8  地下水位等高線図（令和元年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料:｢基盤地図情報 数値地図5mメッシュ標高｣（令和元年7月 国土地理院）に基づき作成 

図6.2-9  計画地の地下水の主な流れ 

地下水の主な流れ 

計画地 

計画地 
目黒観測井 
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図6.2-10 湧水地点分布図 
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6.2.8 生物・生態系 

計画地及びその周辺は市街地であり、緑地は点在する公園等に存在する程度である。 

「第6回・第7回自然環境保全基礎調査 植生調査 情報提供ホームページ」（令和2年8月閲覧 環

境省ホームページ）による調査地域の現存植生図は、図6.2-11に示すとおりである。 

調査地域は、大部分が「市街地」であり、その中に「ゴルフ場・芝地」、「緑の多い住宅地」、「残

存・植栽樹群をもった公園、墓地等」等が点在している。 
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図 6.2-11 現存植生図 
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6.2.9 日 影 

調査地域の日影規制の状況は、図6.2-12に示すとおりである。 

計画地の一部には日影規制の指定がある。また、計画地周辺には、計画地の西側、北側及び東

側に日影規制の指定がある。 

 

6.2.10 電波障害 

計画地周辺には、計画地の北東約13kmにある東京スカイツリーからテレビ電波（地上デジタル

放送）が送信されている。 

 

6.2.11 風環境 

計画地周辺の高層建築物の状況は、図6.2-13に示すとおりである。 

計画地北西側にファミーユ下神明（地上25階）、南側にブリリア大井町ラヴィアンタワー（地

上28階）、アワーズイン阪急（地上30階）等がある。 

 

6.2.12 景 観 

計画地は、JR東日本東京総合車両センターの南側に位置し、周囲をJR線、東京臨海高速鉄道線

及び東急電鉄線に囲まれた地域である。また、計画地周辺には、しながわ中央公園、西品川公園、

浅間台公園等の公園が点在している。 

「しながわ景観ガイドプラン」（平成17年6月 品川区）では、計画地の位置する大井町駅周辺

地区における特徴的な景観資源として「大井町駅周辺の新しいまち並み」、「エンジュの並木のゼ

ームス坂通り」、「しながわ中央公園」等があげられている。 

また、事業区域は、「品川区景観計画」（平成23年1月 品川区）における「景観まちづくりの

気運の高い地区」の大井町駅周辺地区に位置付けられており、駅前のランドマークとなる核的施

設を結ぶ「品川区の顔として演出する軸」を形成する景観や、「大井町の良さ・親しみやすさを

演出する軸」を形成する景観、回遊性をもたせる歩行者ネットワークを形成する景観など、歩い

て楽しくくつろげる景観形成が方針として示されている。 
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図 6.2-12 日影規制図 
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図 6.2-13 高層建築物の分布状況 
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6.2.13 史跡・文化財 

調査地域の文化財の状況は表6.2-12及び図6.2-14に、遺跡の状況は表6.2-13及び図6.2-14に示

すとおりである。 

調査地域には、指定文化財が24件、遺跡が10件存在する。なお、計画地内には遺跡として「（大

井）権現台貝塚」が存在する。 

表6.2-12 調査地域の文化財 

番号 指定 区分 名称 指定・登録年月日 

1 国 史跡 加茂真淵墓 大正 15年 10 月 20 日 

2 国 史跡 沢庵墓 大正 15年 10 月 20 日 

3 都 史跡 熊本藩主細川家墓所 平成 9 年 3 月 14 日 

4 都 旧跡 春秋庵白雄墓 昭和 30年 3月 28 日 

5 都 旧跡 白井鳥酔墓 昭和 30年 3月 28 日 

6 都 旧跡 岩倉具視墓 昭和 30年 3月 28 日 

7 品川区 歴史資料 文政十一年銘道標(2) 平成 16年 3月 23 日 

8 品川区 歴史資料 阿波藍商人墓標群 平成 22年 7月 13 日 

9 品川区 有形民俗 西光寺石造供養塔 昭和 53年 11 月 22 日 

10 品川区 有形民俗 天保九年銘題目供養塔 平成 2 年 3 月 13 日 

11 品川区 有形民俗 西品川三丁目石造庚申供養塔 平成 17年 4月 26 日 

12 品川区 史跡 文政十一年銘道標 昭和 53年 11 月 22 日 

13 品川区 史跡 享保 21 年銘道標 昭和 53年 11 月 22 日 

14 品川区 史跡 大正 6 年銘道標 昭和 53年 11 月 22 日 

15 品川区 史跡 奥平家墓域 昭和 53年 11 月 22 日 

16 品川区 史跡 渋川春海墓 昭和 53年 11 月 22 日 

17 品川区 史跡 官営品川 硝子製造所跡 昭和 53年 11 月 22 日 

18 品川区 史跡 松平慶永（春嶽）墓 昭和 53年 11 月 22 日 

19 品川区 史跡 由利公正墓 昭和 53年 11 月 22 日 

20 品川区 史跡 海蔵寺無縁塔群 昭和 53年 11 月 22 日 

21 品川区 史跡 山内豊信（容堂）墓 昭和 53年 11 月 22 日 

22 品川区 史跡 元禄八年銘道標 昭和 55年 3月 11 日 

23 品川区 天然記念物 大龍寺のシイ 昭和 53年 2月 14 日 

24 品川区 天然記念物 仙台坂のタブノキ 昭和 53年 2月 24 日 

注）番号は、図 6.2-14 に対応する。 

資料：「国指定文化財等データベース」（令和 2 年 8 月閲覧 文化庁ホームページ） 

「東京都文化財情報データベース」（令和 2 年 8 月閲覧 東京都ホームページ） 
「品川区の指定文化財」（令和 2 年 8 月閲覧 品川区ホームページ） 
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表6.2-13 調査地域の遺跡 

記号 名称 主な遺構・概要 時代 

A 居木橋遺跡 
[縄文]住居、土坑、ピット  

[中世]溝 

[縄文（早期～後期）] 

[弥生][中世] 

B （大井）権現台貝塚 － [縄文（後期～晩期）] 

C 南品川横穴墓群 横穴墓 [奈良][平安] 

D 品川区№18 遺跡 － [古墳] 

E 仙台坂遺跡 [近世]ピット、土坑、石垣 
[縄文（後期）][古墳] 

[奈良][平安][近代] 

F 大井林町古墳 円墳 [古墳] 

G 大井公園内古墳 円墳 [古墳] 

H 梶原氏館跡 － [縄文（中期）] 

I 西光寺貝塚 － 
[縄文（中期～後期）] 

[古墳] 

J 三木遺跡 溝状遺構、ピット 
[縄文（早期～後期）] 

[古墳] 

注 1）表中の「－」は、データが無いことを表す。 

注 2）記号は、図 6.2-14 に対応する。 

資料：「東京都遺跡地図情報インターネット提供サービス」 

（令和 2 年 8 月閲覧 東京都ホームページ） 
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図 6.2-14 文化財・遺跡位置図 
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6.2.14 自然との触れ合い活動の場 

調査地域の自然との触れ合い活動の場の状況は、表6.2-14及び図6.2-15に示すとおりである。 

計画地南側の大井町線の高架に隔てられている区役所通りには散歩道として「戸越の公園めぐ

りコース」、史跡めぐりコースとして「大井コース」や「荏原七福神めぐり」、計画地に隣接する

区役所の東側には「しながわ中央公園」がある。 

表6.2-14 自然との触れ合い活動の場の状況 

区分 名称 概要 

散歩道 桜の御殿山コース 

（2.3 ㎞） 

新馬場駅を起点に、桜の名所である御殿山・御殿山の坂や品

川神社、沢庵和尚の墓をめぐり、新馬場駅に戻るコース。 

 東海道品川宿コース 

（3.0 ㎞） 

大井町駅を起点に、品川寺、荏原神社等の歴史的な建造物や

史跡をめぐり、新馬場駅に至るコース。 

 仙台坂と品川シーサイドコース 

（3.4 ㎞） 

青物横丁駅を起点に、くらやみ坂（仙台坂）から京浜運河沿

いをめぐり、青物横丁駅に戻るコース。 

 戸越銀座と 3 神社コース 

（2.6 ㎞） 

大崎駅を起点に、居木神社、貴船神社、戸越銀座商店街、戸

越八幡神社をめぐり、戸越銀座駅に至るコース。 

 戸越の公園めぐりコース 

（2.1 ㎞） 

大井町駅を起点に、しながわ中央公園、文庫の森等の公園を

めぐり、戸越公園駅に至るコース。 

 大森貝塚と品川歴史館コース 

（3.7 ㎞） 

大井町駅を起点に、大森貝塚遺跡庭園、品川歴史館等の史跡

をめぐり、大井町駅に戻るコース。 

 荏原七福神コース 

（6.7 ㎞） 

大井町駅を起点に、東光寺、小山八幡神社等の寺社をめぐり、

西小山駅に至るコース。 

史跡めぐり 

コース 
大崎・戸越コース 

大崎駅を起点に、観音寺、居木神社、西品川三丁目石造庚申

供養塔等をめぐり、戸越公園駅に至るコース。 

 
品川神社・東海寺周辺コース 

新馬場駅を起点に、品川神社、板垣退助墓、細川家墓所、東

海寺等をめぐり、新馬場駅に戻るコース。 

 
南品川・東大井コース 

大井町駅を起点に、高村智恵子記念詩碑、泊船寺、山内豊信

（容堂）墓等をめぐり、鮫洲駅に至るコース。 

 
大井コース 

大井町駅を起点に、大井蔵王権現神社、清護稲荷神社、大井

庚申堂等をめぐり、大森海岸駅に至るコース。 

 
二葉・西大井コース 

下神明駅を起点に、杜松斎景湖墓、金子家のカキ、鬼門除け

地蔵堂等をめぐり、西大井駅に至るコース。 

 
東海七福神めぐり 

新馬場駅を起点に、品川神社（大黒天）、養願寺（布袋尊）、

一心寺（寿老人）等をめぐり、大森海岸駅に至るコース。 

 

荏原七福神めぐり 

大井町駅を起点に、大井蔵王権現神社（福禄寿）、東光寺（毘

沙門天）、養玉院（布袋尊）等をめぐり、西小山駅に至るコ

ース。 

公園 子供の森公園 樹林環境の中に遊具等が整備されている。 

 
しながわ中央公園 

スポーツ広場と児童向け広場があり、桜の名所にもなってい

る。 

 
大井公園 

遊戯・休憩型の公園と多目的広場があり、桜の名所にもなっ

ている。 

 
しながわ花海道水辺広場 

水辺広場。桜の名所となっているほか、菜の花、コスモスが

植栽された遊歩道がある。 

注）散歩道の（ ）内は、起点から終点の距離を示す。 

資料：「品川区ウォーキングマップ」（平成 28 年 4 月 品川区） 

  「しながわの史跡めぐり」（平成 17年 12 月 品川区） 

    「公園」（令和 2年 8 月閲覧 品川区ホームページ） 
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図 6.2-15 

自然との触れ合い活動の場位置図 
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6.2.15 廃棄物 

品川区における資源・ごみ量の推移は、表6.2-15に示すとおりである。 

総排出量は、平成27年度から平成28年度は減少し、その後、平成30年度までは概ね横ばいで推

移していたが、令和元年度では増加に転じている。令和元年度について、平成27年度との比較で

は、総排出量は約0.8％の減少、全ごみ量は約0.7％の減少、資源は約5.1％の減少となっている。 

表6.2-15  廃棄物排出量の推移 

                                                   単位:t 

項目 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

総排出量 98,098 96,230 96,409 96,063 97,325 

 全ごみ量 73,177 71,970 72,540 72,564 73,664 

  燃やすごみ 67,467 66,418 66,996 66,974 67,862 

  
陶器・ガラス 

金属ごみ 
2,888 2,748 2,759 2,717 2,714 

  粗大ごみ 2,822 2,804 2,785 2,873 3,088 

 資源 24,921 24,260 23,869 23,499 23,661 

資料:｢品川区資源・ごみ量推移｣（令和2年8月閲覧 品川区ホームページ） 

 
6.2.16 温室効果ガス 

東京都の温室効果ガス排出量の推移は、表6.2-16に示すとおりである。 

2013（平成25）年度から2017（平成29）年度の温室効果ガス総排出量は、年間6,447～6,979万

t-CO2eqである。 

温室効果ガスの中で最も多い二酸化炭素排出量の排出部門別の構成比は、図6.2-16に示すとお

りである。 

2000（平成12）年度では業務部門が34.7％と最も高く、2017（平成29）年度でも業務部門の占

める割合が43.6％と最も高くなっている。また、2000（平成12）年度と2017（平成29）年度との

比較では、産業部門及び運輸部門の割合が減少している一方で、業務部門及び家庭部門の割合は

増加している。 

表6.2-16  東京都における温室効果ガス総排出量の推移（変動ケース） 

単位：万t-CO2eq 

年度 

項目 
2013 

（平成25） 

2014 

（平成26） 

2015 

（平成27） 

2016 

（平成28） 

2017 

（平成29） 

二酸化炭素 6,519 6,188 6,034 5,844 5,855 

メタン 57 56 56 56 56 

一酸化二窒素 54 56 58 53 56 

HFCs 347 393 437 482 516 

PFCs 0 0 0 0 0 

SF6 2 2 2 2 2 

NF3 0 0 0 0 0 

合 計 6,979 6,695 6,587 6,447 6,485 

注1）HFCsはハイドロフルオロカーボン類、PFCsはパーフルオロカーボン類、SF6は六ふっ化硫黄、 

NF3は三ふっ化窒素を示す。 

注2）表記上「0」となっている数値についても、僅かながら排出量が存在する。 

注3）端数処理を行っているので、合計が一致しない場合もある。 

注4）年度別の排出係数を適用した「変動ケース」の結果である。 

資料:「都における最終エネルギー消費及び温室効果ガス排出量総合調査（2017（平成29）年度実績）」 

（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ） 
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注1）「その他」は、廃棄物の焼却に由来する二酸化炭素排出量である。 

注2）端数処理を行っているので、合計が一致しない場合もある。 

注3）年度別の排出係数を適用した「変動ケース」の結果である。 

資料:「都における最終エネルギー消費及び温室効果ガス排出量総合調査（2017（平成29）年度実績）」 

（令和2年8月閲覧 東京都ホームページ） 

図6.2-16  東京都における総CO2排出量（部門別）の構成比（変動ケース） 
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